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マット運動の再構築
－ ICT 機器を用いた外部視点と内部視点による分析－

保健体育科　黒岡孝信

　近年、「体育」には、運動する子どもとそうでない子どもの二極化、子どもの体力低下、生涯に
わたって運動に親しむ資質や能力が十分に図られていない例も見られることなどさまざまな課題
がある。本研究は、平成23年度から継続して、中学校段階においての技能及び関心・意欲の差が
大きいと言われるマット運動についての研究を発展させたものである。今回は、ICT 機器を活用
して、自己評価の中に、映像による外部視点から見た分析と自らが感じたイメージとしての内部
視点から分析を交えることにより、形式知だけでなく暗黙知を感じさせ、技能レベルや種目別に
分類して、生徒の技能や理解度、達成感などの変化についてまとめた。

＜キーワード＞ ICT 機器　外部視点・内部視点　形式知・暗黙知　個別指導

1 　はじめに
　平成25年度より高等学校の体育においても新学習指導要領が実施されている。目標としては、義務
教育を基礎とした高等学校段階において、生徒が運動の合理的かつ計画的な実践を通して、これまで
学習した知識を深め、技能を高めることで、運動の楽しさや喜びを深く味わうことを目指している。
これは、知識と技能を関連させ、生徒が主体的に自らの課題を解決するために計画を立て運動を実践
することによって、運動のもつ特性や魅力に深くふれ、将来の継続的なスポーツライフにつなげるこ
とである。しかし、平成20年の中央教育審議会答申において指摘された「体育」の課題で示されたと
おり、運動する子どもとそうでない子どもの二極化が目立っている。高等学校の「体育」においては、
一過的な運動の楽しさや喜びだけを求めるのではなく、知識・技能を再追求して、各生徒がもってい
る運動の得意・苦手の意識を「なぜ」、「どうすれば」という課題を与え解決させる中で運動の本質を
追究していきたい。
　本研究ではマット運動を取り上げ、「できる」「できない」だけでなく、個人の技量に応じて技を選
択し、「より美しく」「よりきれい」に行うためにはどうすればよいかを共通の課題にして、ICT 機
器を活用したグループ活動を行う。その取り組みの中で生徒自らが、映像による外部視点から見た分
析と自らが感じたイメージとしての内部視点からの分析を交えることにより、明確な形で表す形式知
だけでなく、勘や直感、経験に基づく暗黙知を感じさせる。暗黙知の深まりと生徒の技能向上や理解
度、達成感などとの相関を分析して、マット運動での助言や指導方法の改善につなげることを目的と
した。

2 　研究計画
　研究対象は、高校 2 年生マット運動選択者42名、活動場所は本校武道場である。本校では 1 年生全
員（200名）にマット運動を履修させ、基本技から条件を変化させた技や発展技、さらに数人での組
み合わせ技の発表を行っている。本研究対象の 2 年生では各個人の技能に応じた技を選択させ、タブ

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第42号
pp.77～84（March, 2015）



78

レット PC を用いて出来映えを重視した「より美しい」技の完成をめざしたグループ活動（ 1 グルー
プ 4 名程度）を行う。10時間の指導計画（表 1 ）とし、技の復習期間、全体一斉指導の期間、個別指
導の期間、発表会の 4 期に分けて指導し、各期間に自己評価やアンケートを実施する。

表1
時間 学習内容・ねらい 学習活動 アンケート・自己評価
1 授業の展開を理解する ○オリエンテーション 事前アンケート

2 ～ 3 技の復習 ○技能の確認　○取り組む技の選択 自己評価①
4 ～ 6 一斉指導　課題を克服する ○自由練習　　○グループ学習 自己評価②、③
7 ～ 9 個別指導　課題を克服する ○自由練習　　○グループ学習 自己評価④、⑤、⑥

10 発表会 ○自分の演技を発表する
○グループ協議する 事後アンケート

3 　研究方法
　研究方法として次の①～⑧で行う。①事前アンケートにより、マット運動に対する意識と各自の技
能レベルを分析させる。②個人レベルに応じた技を選択させ、取り組ませる。③グループで協力して、
タブレット PC を用いて課題の解決を行わせる。④毎時間自らの映像を取り込み、グループ内の意見
や技の状況、自らが意識した点や気付いた点をタブレット PC に書き込ませる（図 1 ・図 2 ）。⑤技
の復習期間、模範演技映像を活用して行う全体一斉指導期間（図 3 ）、撮影した個人の映像を基にし
て行う個別指導期間（図 4 ）、発表会の4期に分けて指導する。⑥発表会以外の 3 期の中で、次の 4 つ
の観点で自己評価させる。Ⅰ外部視点（映像からの客観的評価）、Ⅱ内部視点（自らのイメージを表
現できたか）、Ⅲ技の理解度、Ⅳ改善点の明確化。⑦事後アンケートにより、単元開始時からの技能
レベルの変化と、意識の変化を自己分析させる。⑧生徒の事前・事後のアンケートや自己評価を考察
する。
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4 　考察
（ 1 ）「事前アンケート」より
　事前アンケートの結果、体育については「好き」・「少し好き」とする生徒が多いが、マット運動に
ついては、「好き」・「少し好き」とする生徒の割合が減少した。しかし、選択してマット運動を受講
しているので、マット運動を「嫌い」とする生徒は少なかった。（図 5 ）
　また、体育の他種目に比べて、マット運動を「得意」とする生徒は減少し、「少し苦手」とする生
徒は大幅に増加した。「少し苦手」と「苦手」と会わせると半数近くになる。マット運動を選択して
いる生徒でも、苦手意識のあることがわかる。（図 6 ）

 

（ 2 ）「自己評価」技能レベルより
　自己評価の各観点の評価については、5 を上位とする 5 段階とした。
　事前アンケートより、技能レベルを、マット運動が「得意」・「少し得意」と回答した生徒を「高い」
とし、「苦手」・「少し苦手」と回答した生徒を「低い」とし、それ以外を「普通」として分類した。
　各観点について、技能レベル別に自己評価の平均の推移を表したものが図 7 ～図10である。
　外部視点（図 7 ）では、技能が「高い」生徒の評価はほとんど下がることなく上昇するが、他の技
能レベルの生徒の評価は、一斉指導（自己評価②）後に急激に低下して、個別指導（自己評価④～⑥）
によって急上昇して最終的には高い評価を示している。特に技能が「低い」生徒ほど変化の幅が大き
い。このことから技能が「低い」生徒ほど、今まで取り組んできた技の動きと実際の動きとの違いが
あり、映像により自らの動きがわかると技能が向上することがわかる。
　内部視点（図 8 ）では、各技能レベルとも一斉指導（自己評価②）によって低下するが、その後は
時間の経過ごとに上昇した。技能が「高い」生徒でも、映像を確認すると自らのイメージどおりに演
技ができていないことがわかる。
　技の理解度（図 9 ）ついては、各技能レベルとも個別指導（自己評価④～⑥）によって急激に上昇
した。技能レベルに関係なく、映像を活用して指導する場合は、一斉指導より個別指導の方が理解度
を上げるには効果的であることがわかる。技のポイントや改善点については、個人差があり、個人に
応じた指導が必要である。
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　改善点の明確化（図10）については、技能の「普通」や「低い」生徒ほど低い評価から始まり、指
導を加えるごとに評価は上昇するが、各技能レベルとも伸び悩む場面があった。技能のレベルが低く
なるほどすぐに伸び悩む傾向にあり、細やかな助言や指導が必要である。
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（ 3 ）「自己評価」種目（技）別より
　技能レベルと関係なく、種目（技）別に自己評価の平均の推移を表したのが図11 ～図14である。
　種目（技）によって、評価の推移に大きな差はみられなかった。しかし、どの観点においても後転
は、前転系の技に比べかなり低い評価から始まり、下がることなく上昇している。生徒の事前アンケー
トの中に、過去のマット運動において、前転系に比べて後転に取り組んだ経験が少なく、また、指導
内容も前転系に比べて乏しかったとあった。このことが、後転の評価につながった要因の一つと考え
られる。
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（ 4 ）「事後アンケート」より
　最終授業時に事後アンケートを行った結果を図15、図16に表した。今回の取り組みによって、マッ
ト運動に対して「好き」、「少し好き」という好意的に捉える生徒が大幅に増加し、「嫌い」と回答す
る生徒はいなくなった。また、事前アンケートでは、体育に比べマット運動を「少し苦手」、「苦手」
と回答する生徒が多かったが、事後アンケートでは、「少し得意」と感じた生徒が大幅に増加し、「苦
手」と感じている生徒は減少した。このことは各観点の生徒の自己評価においても、指導開始時より
一時的に下がることはあったが、最終的に高い自己評価を示したことに表れている。生徒の感想でも
あるように、タブレット型 PC を用いて映像による分析をする外部視点と自らのイメージの表現の出
来栄えを分析する内部視点に注目した指導は、生徒の中にあった漠然としていたマット運動の動きが
自らのイメージと合致させることにつながり、改善点や到達目標が分かりやすく取り組めた結果と考
えられる。

 
 

5 　生徒の感想（一部抜粋）
○以前は口で言われるだけで、自分がどのようにマット運動をしているのかがわからず、何を改善す

ればよいのかわからなかったが、映像を使うことにより問題の解決がしやすかった。
○今まで人に指摘されても、どこをどのように直したらいいかわからなかったけど、自分の動画を見

ることで、どうすればよいか考えることができ、楽しかった。
○自分の考えと動きのズレをしっかりと確認できるので技に対するモチベーションが上がった。
○外部視点と内部視点を分けることで、自分がどう間違っているのか、どこを直せばよいかというこ

とが分かってやりやすかった。
○上手な人の映像を見て特徴をつかんで、自分の技と比較でき高い意識で授業に取り組めた。
○自分の技をじっくり分析することで、どの部分ができていないのかを明確にチェックすることがで

きた。
○ 1 年生の時は、見本の動画が流されているだけで、細かいところまで確認できず、また、動きのポ
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イントもわからなかったが、今回は、自分の動きがわかり、とても助かった。
○授業を重ねていくうちに技を見るポイントがわかるようになり、考えて動けるようになった。
○小中高とマット運動をやってきて、初めて本当のマット運動を知った。今までのマット運動は、た

くさんの技を「ただできるようにする」ことだけが目標だった。今回の授業では、「美しさを極める」
という点で、マット運動の良さを発見できる楽しい授業であった。iPad は効果的である。

○今まで難しい技を挑戦させられ、運動が苦手だったし、恐怖心もあり成功することができず、授業
が楽しくなかった。今回のような自分の改善点がわかる授業は楽しかった。

○楽しかった。今までやってきた技とは違って難しかったが、本当の技ができてよかった。
○今までのマット運動では、とりあえず技ができればいいという考えで取り組んでいたが、今回の授

業では今までの概念は崩れ、意識するポイントも変わった。
○自分が学んできたマット運動とは違っていて驚いた。技の完成する過程まで含めて美しいと思える

のが本来のマット運動だと学んだ。
○マット運動の見方が変わった。オリンピック選手の技の細かいところまで見て楽しむことができる

ようになったかなと思う。
○マット運動に対する意識が変わった。今までやってきたことは何だったのだろうか。
○自分が思っていた前転や後転が間違っていたことに気付いた。今までの前転は、前転ではないと思っ

た。中学校の時からこのことを教えてくれていたらと思った。
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6 　まとめ
　本研究は、平成23年度から継続して、中学校段階においての技能及び関心・意欲の差が大きいと言
われるマット運動についての研究を発展させたものである。今回は、マット運動を「できる」「でき
ない」だけでなく、個人の技量に応じて技を選択し、「より美しく」「よりきれい」に行うためにはど
うすればよいかを共通の課題にして、ICT 機器を活用した映像による外部視点と自らのイメージに
よる内部視点を交えることにより、形式知だけでなく、暗黙知に注目した指導の効果を研究した。
　研究結果、ICT 機器などの映像を活用して指導を行う場合、次の点について注意する必要がある
ことが確認できた。技のポイントや改善点については、小中学校まで経験の差があり、個人に応じた
指導が必要である。技能が「低い」生徒ほど、今まで取り組んできた技の動きと実際の動きとの違い
を感じており、技のポイントや改善点を適切に個別指導することが必要である。また、技能が「高い」
生徒でも、演技はできていても内部視点（イメージ）の評価が下がることもあり、実際の動きと自ら
のイメージの誤差について個別に指導することが必要である。さらに、技能レベルに関係なく、個別
指導により、実際の動きとイメージが合致してくると、生徒の技能は大きく向上し、マット運動に対
して好意的に捉えるようになった。このことから、勘や直感、経験値に基づく暗黙知の深まりは、生
徒の技能向上や達成感の高まりに有効であることがいえる。
　その他、マット運動指導の多くは前転系が中心で、生徒は後転については経験が乏しいため、後転
系を指導することによって後転の技能や理解度は向上することが確認できた。後転についても、指導
計画に積極的に取り入れていくことが有効であるといえる。
　マット運動の授業において ICT 機器の活用は、生徒に対して視覚的に理解を求めることのできる
有効な方法である。しかし、全体的に動きの形だけを指導するだけでは効果は乏しく、生徒のイメー
ジや感覚を理解した上で、個人の技能レベル、技の系統の特徴を考慮した個別指導を適切に行うこと
が重要である。今後も、ICT 機器を活用した有効な指導方法を研究していきたい。

付記
　小稿は、平成25年度科学研究費補助金・奨励研究「マット運動の再構築－ ICT 機器を用いた外部
視点と内部視点による分析－」（研究課題番号：25934003）による研究成果の一部である。

参考文献
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<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


